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決意表明

　この度の市議会議員選挙戦では、余震が続く中、市民の皆様に
大変お騒がせを致しました。特に、お昼寝中の赤ちゃん・子ども・
夜勤明けの方々に配慮した活動を心がけましたが、ご迷惑を
おかけし心からお詫び申し上げます。

　今回、皆様からのご支援により2期目の当選をさせて頂きました。改めて私の政治姿勢を

お伝えさせて頂きます。今、早急に習志野市と私が全力で取り組むべき事は、地震による

家屋傾斜など被害に遭われた方々に対する支援と下水道・道路・公共施設などの復旧であります。

1日でも早く安心して生活して頂くために、「支援政策」「工事の状況確認と進行計画の監視」

を並行し、早期復旧を目指します。

　また、その財源確保として、事業の仕分け・人件費削減・遊休市有地売却・活用など、行政改革

を新市長に提言していきます。更に、市議会においても議員数・報酬の削減、政務調査費・

委員会視察の休止など、議会改革による復旧に向けた予算確保を新議長・会派代表者会議で

強く要求したいと考えています。

　私は、今の習志野市は「危機的状況」にあると認識しております。なぜなら、多額の災害復旧の

予算を必要とし、かつ貯金が枯渇している中で「福祉・教育の充実を図る予算編成」を進めて

いかなければならないからです。市職員も職務に対して、平時の悠々自適な取り組みでは

困ります。私がこの4年間、持ち続けるべき大事なことは、他の議員や職員との「危機感」

の共有であると思います。これなしには、行政改革に対する市民の皆様からの御理解を

頂けないと考えるからです。

　私は、昨年7月に所属していた民主党を離党致しました。しがらみなく、政治家として

「将来の国家・国民・市民にとって、何が幸せで、本当に幸せになるのかを」妥協せずに

審議に臨みたいと強く思い無所属を選択致しました。

　20年ぶりに新市長による市政運営の舵取りとなります。私は、予算・条例に対して

「市民生活が豊かに、元気になるのか」これを力点に置いて議会に臨む決意です。今後も

皆様の温かいご支援と厳しいご指導の程、どうかよろしくお願い致します。
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意見交換会・ミニ集会など呼んで頂ければ喜んで参加させて頂きます。

1975年　10月22日生まれ　35歳

1994年　東海大学付属望洋高校卒業

1998年　東海大学政治経済学部卒業

2004年　松下政経塾 地域政経塾 卒塾

2007年　習志野市議会議員1期

［資格］

　中学校教諭1種（社会）、高等学校教諭1種（公民）

　防災士

［伊藤ひろしプロフィール］

■災害復旧・福祉・教育の充実には、財源が必要です。

① 多くの市民の方が求めている「議員・市長・職員」の 人件費削減 を目指します！

全１２００事業を精査② 市役所業務の します！

その財源
として

埋め立て地域の下水道の早期復旧
本格的な復旧には、多額の費用が必要です。早期、工事完了と行政改革で予算確保

１

防災対策の強化
「避難所」「非常用物資」「災害情報提供」の充実、「高齢者・障がい者世帯」の避難誘導

2

空き教室を活用した保育所・介護施設の整備
既存の公共施設を活用して、身近に福祉施設が整備されている魅力あるまちづくり

3

学校教育に社会経験者の授業
自営業者・起業者・企業退職者などを講師とした授業を導入し、社会意識を育てる教育

4

職員の市民への対応改善に取り組みます。使命感・モラルの高い公務員の育成

市民への接遇対応向上プロジェクト5

市議会で取り組みたいこと

習志野市議会議員

伊藤ひろし無所属
ココゾウくん
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